
持続可能なまちの土台
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10

ま
ち
の
土
台
と
な
る
「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
」

の
こ
と
を
教
え
て
！

今
あ
る
ま
ち
を
、
人
口
減
少
や

超
高
齢
社
会
と
い
っ
た
ま
ち
の

将
来
に
合
わ
せ
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

に
し
て
い
か
な
い
と
、
生
活
に
必
要
な

施
設
や
公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
っ
て
、

身
近
な
病
院
や
お
店
が
撤
退
し
た
り
、

鉄
道
や
バ
ス
の
本
数
や
路
線
が
減
っ
た

り
し
て
、
不
便
で
住
み
づ
ら
い
ま
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
。
そ
れ
に
、
高
齢

者
が
増
え
て
、
子
ど
も
や
若
者
、
働
く

世
代
の
人
が
減
っ
て
く
る
と
、
社
会
を

支
え
て
い
る
人
た
ち
に
、
多
く
の
負
担

が
掛
か
っ
て
し
ま
う
心
配
が
あ
る
ん
だ
。

　

そ
こ
で
、
み
ん
な
が
便
利
で
快
適
に

暮
ら
せ
、
支
え
る
側
が
支
え
や
す
く
な

る
よ
う
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
が
公

共
交
通
で
つ
な
が
っ
た
持
続
的
に
発
展

で
き
る
、
ま
ち
の
土
台
「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
」
を

実
現
し
よ
う
と
し
て
る
ん
だ
よ
。

ま
ち
と
公
共
交
通
は
、
ど
う
つ

な
が
っ
て
い
く
の
か
な
？

宇
都
宮
市
は
、
長
い
歴
史
を
誇

る
二
荒
山
神
社
の
門
前
町
、
宇

都
宮
城
の
城
下
町
・
宿
場
町
と
し
て
発

展
し
た
中
心
部
と
、
古
く
か
ら
発
展
し

て
き
た
周
辺
の
各
地
域
か
ら
成
り
立
っ

て
い
て
、
中
心
部
と
各
地
域
は
、
鉄
道

や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
や
、
古
く
か

ら
の
街
道
な
ど
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

続けられるまちの土台「NCC」続けられるまちの土台「NCC」
　

本
市
で
は
、
今
後
、
人
口
減
少
や
少
子
・
超
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
社
会
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
豊
か
で
便
利
に

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
夢
や
希
望
が
か
な
う「
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
市
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
の
ス
ー
パ
ー
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の「
土
台
」と
な
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
が
公
共
交
通
で
つ
な
が
っ

た
、「
Ｎ
Ｃ
Ｃ（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
☎（
６３２
）２
５
６
５

ミヤリーハッピ

　バスや地域内交通を使うことで、身近な地域拠点にある

診療所やスーパーマーケットなどを利用でき、農地や里山

などの身近な自然に親しめるゆとりある居住環境エリア

　LRTやバスなどの公共交通を使いながら、通院や買い

物などができる、ゆとりある環境で暮らせるエリア

LRTや幹線バス路線の沿線などLRTや幹線バス路線の沿線など（（居住誘導区域）居住誘導区域）

郊外部郊外部（市街化調整区域の地域拠点など）（市街化調整区域の地域拠点など）

「人」・「デジタル」原動力

「スーパースマートシティ」の実現

誰もが活躍し、さまざまな

モノが交流する

「地域経済循環社会」

未来への

責任を果たす

「脱炭素社会」

絆を深め、

共に支え合う

「地域共生社会」

持続可能なまちづくりの基盤

「NCC」



「スーパースマートシティ」の実現は世界共通の目標である SDGsの達成にも寄与します
エス・ディー・ジーズ

広報
プラス

5

10

で
結
ば
れ
て
い
る
ん
だ
。

　

こ
の
地
域
の
歴
史
や
成
り
立
ち
を
生

か
し
て
、
中
心
部
の
都
市
拠
点
や
身
近

な
地
域
拠
点
に
、
病
院
や
買
い
物
な

ど
、
生
活
に
必
要
な
ま
ち
の
機
能
を
集

め
て
い
る
ん
だ
。
そ
の
拠
点
間
を
、
便

利
で
快
適
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
ん
だ
。
ま
た
、
交
通
系
IC
カ
ー
ド

「
t ト

ト

ラ

o
t
r
a
」
や
上
限
運
賃
制
度
の

導
入
な
ど
も
進
め
て
い
る
よ
（
54
ペ
ー

ジ
参
照
）
。Ｎ

Ｃ
Ｃ
が
で
き
る
と
、
生
活
は

ど
う
変
わ
る
の
？

中
心
部
や
駅
周
辺
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
・

バ
ス
路
線
沿
線
な
ど
に
、
生
活

に
必
要
な
機
能
が
集
ま
っ
て
き
て
、
便

利
に
な
っ
た
り
、
郊
外
に
は
自
然
が
豊

か
で
ゆ
と
り
あ
る
場
所
が
で
き
た
り
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
暮
ら
し
方
が
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
。
暮
ら
し
や
す

く
な
れ
ば
、
市
内
外
の
多
く
の
人
や
企

業
か
ら
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
に
な
っ
て

い
く
ん
だ
よ
。
他
に
も
、
自
動
車
を
使

え
な
い
人
た
ち
が
外
出
し
や
す
い
ま
ち

や
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
を
地
域
で

見
守
る
こ
と
が
で
き
る
、
優
し
い
ま
ち

に
も
な
っ
て
い
く
ん
だ
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
が
ど
う
変
わ
る
か
を
見
て
い
こ
う
。

スーパースマートシティを目指して

100年先も持続的に発展し100年先も持続的に発展し

　鉄道・LRT・バスなどの公共交通や、病院やスーパーマーケッ

トなど生活に必要な機能が充実した、便利に暮らせるエリア

駅周辺など駅周辺など（都市機能誘導区域）（都市機能誘導区域）

〇〇商店街

　鉄道・LRT・バスなどのさまざまな公共交通を使いな

がら、高度な医療や百貨店、大学などさまざまな都市機

能が充実した街なかで歩いて暮らせるエリア

街なか街なか（高次都市機能誘導区域）（高次都市機能誘導区域）
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街なか街なか（高次都市機能誘導区域）（高次都市機能誘導区域）

NCCの取り組みNCCの取り組み

××

まちの姿や生活の変化まちの姿や生活の変化 NCCは「つくる」から「つかう」ステージへNCCは「つくる」から「つかう」ステージへ

＼まちづくりの効果（例）／＼まちづくりの効果（例）／

　宇都宮の顔であり、市全体の発展をリードする「街なか」では、まちの活力やにぎわ

いを生み出す商業や医療、大学などの都市機能の誘導や居心地がよく、歩いて楽しい

まちづくり、誰もが快適に移動できる公共交通のネットワークづくりなどを進めるこ

とで、街なかの魅力や価値を高めていくよ。

▼商店街の人通りやにぎわいが減り、店舗などが撤退
する悪循環にならないか心配。
▼居心地がよく憩える場所も少なく、あまり街なかに魅
力が感じられない。

　街なかへ、高度な医療や百貨店、大学などの多様で魅
力的な都市機能を誘導し充実させます。併せて、居住選択
に応じて、緩やかに居住を誘導します。
　本市では、次のような支援を行っています。
■都市機能誘導支援策

▼都市機能誘導施設立地促進補助金 ID 1014162

■居住誘導支援策

▼マイホーム取得支援事業補助金 ID 1015795 

▼フラット３５地域連携型（金利優遇） ID 1020316

▼若年夫婦・子育世帯等
家賃補助金 ID 1015797 

　LRTの整備と合わせてバスの早朝・深夜帯な
どの運行時間の拡大や、これまで公共交通が
通っていなかった交通空白地域などへ路線を
拡大します。
　また、乗り継ぎしやすい運行ダイヤを編成す
ることで、利便性の高いバスネットワークを再
編します。
　鉄道・LRTから目的地までの移動手段として
便利なシェアサイクルなどを導入します。

▼街なかへの魅力ある店舗、飲食店などの出

店や、周辺地域から街なかにアクセスしや

すい環境整備、オープンカフェ、ベンチの設

置など、居心地がよく歩いて楽しい空間が

でき、まちが活力に満ちてにぎわう。

▼商店街や飲食店などの売上も高まり、さら

にさまざまな施設が充実する好循環に。

B
ビ フ ォ ー

efore

街なかの通行量(平日)の増加と空き店舗数の減少

A
ア フ タ ー

fter

拠点化（コンパクト化）の促進 ネットワーク化の促進

〇〇商店街

〇〇商店街

飲食や会話を楽し
める魅力的なお店
が増えたし、市外か
らも観光に来る人
が増えて、街がにぎ
やかになったわ！

魅力的な街になってほし
いけど、このままだった
ら、仕事も遊びも選択肢
の多い首都圏で生活し
たいな。

1

C
ケ ー ス

ase

通行量(平日)は近年増加傾向、空き店舗の数が5分の1に減少

9万7,987 9万7,272

8万991

8万1,834 8万4,314

124

93

57
42 25

0

50

100

150

7万

（人） （店）

8万

9万

10万

H23 H25 H27 H29 R1

出典　商店街通行量実態調査、宇都宮市中心市街地空き店舗情報システム

通行量（平日） 空き店舗数

○○駅

※　都市計画法に基づき市街化（宅地化）を促進する区域。

■街なか
■市街化区域（※）
ーLRT路線



100年先も持続的に発展し続けられるまちの土台「NCC」100年先も持続的に発展し続けられるまちの土台「NCC」
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10

駅周辺など駅周辺など（都市機能誘導区域）（都市機能誘導区域）

NCCの取り組みNCCの取り組み

××

NCCは「つくる」から「つかう」ステージへNCCは「つくる」から「つかう」ステージへまちの姿や生活の変化まちの姿や生活の変化

＼まちづくりの効果（例）／＼まちづくりの効果（例）／

　地域の顔であり、さまざま交通手段をつなぐ「駅周辺など」では、生活に便利な施設

の充実や誰もが快適に移動できる公共交通のネットワークづくりなどを進めることで、

身近な場所で通院や買い物など、便利で快適に生活できる環境を整えていくよ。

▼駅前なのに、スーパーマーケット、クリニック、子育
て施設などが少なく、自動車で郊外まで買い物や通
院、送迎が必要な場合もある。

　駅周辺などへ、市民の日常生活を支える医療・福祉、商
業などの都市機能を誘導します。併せて、居住選択に応じ
て、緩やかに居住を誘導します。
　本市では、次のような支援を行っています。
■都市機能誘導支援策

▼都市機能誘導施設立地促進補助金 ID 1014162

■居住誘導支援策

▼マイホーム取得支援事業補助金 ID 1015795

▼フラット３５地域連携型（金利優遇） ID 1020316

▼若年夫婦・子育て
世帯等家賃補助金
ID 1015797

　バスの早朝・深夜帯などの運行時間の拡大
や、これまで公共交通が通っていなかった交通
空白地域などへ路線を拡大します。
　また、乗り継ぎしやすい運行ダイヤを編成す
ることで、利便性の高いバスネットワークを再
編します。

▼歩いて暮らせる範囲に、商業や医療などさ

まざまな生活サービス施設が充実。

▼子育て施設の近くにスーパーマーケットが

あり、仕事後、買い物をしてからすぐに迎

えに行ける。

Before

駅周辺などに新規立地する誘導施設数

(商業、医療、子育て支援など)の増加

After

拠点化（コンパクト化）の促進 ネットワーク化の促進

スーパーマーケット

子どもを預けて美容院
に行けたり、子どものお
迎えの前に買い物がで
きるようになったりして
助かる♪

身近なところに子どもを預
けられる施設があまり無い
から、美容院や病院になか
なか行くことができない。
不便だわ。

2

Case

新規立地数が 約2倍に増加

Ｐ

●●号

12

9

6

3

0

（店）
H30 R1 R2

5
6

11

新規立地する誘導施設数

出典　建築確認申請（宇都宮市）

JR〇〇駅

○○地区市民センター

■駅周辺など
■市街化区域（※）
ーLRT路線
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NCCは「つくる」から「つかう」ステージへNCCは「つくる」から「つかう」ステージへ

ＬＲＴや幹線バス路線の沿線などＬＲＴや幹線バス路線の沿線など（居住誘導区域）（居住誘導区域）

まちの姿や生活の変化まちの姿や生活の変化

＼まちづくりの効果（例）／＼まちづくりの効果（例）／

　公共交通が便利な「LRTや幹線バス路線の沿線など」では、子育て世代など新しい

居住者の誘導や誰もが快適に移動できる公共交通のネットワークづくりなどを進める

ことで、公共交通を使いながら身近な拠点などで便利で快適に生活できる環境を整

えていくよ。

▼バス利用者が減り、バスの減便や路線廃止により、公
共交通が不便にならないか不安を抱えている。
▼街なかなどに出掛けにくくならないか心配。

　LRTや幹線バス路線の沿線などへ、居住選択に応じて、
緩やかに居住を誘導します。
　本市では、次のような支援を行っています。
■居住誘導支援策

▼マイホーム取得支援事業補助金 ID 1015795

▼フラット３５地域連携型（金利優遇） ID 1020316

▼若年夫婦・子育て世帯等家賃補助金 ID 1015797

▼過度に自動車に頼らなくても、LRTやバス

を使って街なかや身近な拠点などで、さま

ざまな生活サービスが受けられる。

▼LRTやバス、地域内交通などの総合的な、

公共交通ネットワークの形成によってマイ

カー利用が減り、渋滞緩和や交通事故も

減少。

LRTや幹線バス路線の沿線などの人口が増加

通勤時間が短く
なって、趣味や同僚
との食事でリフレッ
シュして仕事への
活力に♪

3

C
ケ ー ス

ase

　LRTの整備と合わせてバスの早朝・深夜帯な
どの運行時間の拡大や、地域内交通の導入な
ど、これまで公共交通が通っていなかった交通
空白地域などへ路線を拡大します。
　また、乗り継ぎしやすい運行ダイヤを編成す
ることで、利便性の高いバスネットワークを再
編します。

通勤・通学時の慢性的
な交通渋滞に巻き込まれ
て、プライベートの時間
がなかなか取れない。

総人口が減少する中で

LRTや幹線バス路線の沿線などの人口は

約1,200人増加

○○地区市民センター ●●号

ICカード

■ＬＲＴや幹線バス
路線の沿線など
■市街化区域（※）
ーLRT路線

××

B
ビ フ ォ ー

efore A
ア フ タ ー

fter

15 万 3,000

15 万 2,000

15 万 1,000

15 万

（人）

30.0

29.0

28.0

27.0

（%）
H27 H29 R1

15万1,360 15万2,555 15万2,603

29.329.2
29.0

人口 総人口に占めるLRTや
幹線バス路線の沿線などの人口割合

出典　住民基本台帳（宇都宮市）

拠点化（コンパクト化）の促進 ネットワーク化の促進

※　都市計画法に基づき市街化（宅地化）を促進する区域。

NCCの取り組みNCCの取り組み



100年先も持続的に発展し続けられるまちの土台「NCC」100年先も持続的に発展し続けられるまちの土台「NCC」
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NCCは「つくる」から「つかう」ステージへNCCは「つくる」から「つかう」ステージへ

郊外部郊外部（市街化調整区域の地域拠点など）（市街化調整区域の地域拠点など）

まちの姿や生活の変化まちの姿や生活の変化

＼まちづくりの効果（例）／＼まちづくりの効果（例）／

　身近な自然に親しめる郊外部（市街化調整区域の地域拠点など）では、生活に便利

な施設や子育て世代など新しい居住者の誘導、誰もが快適に移動できる公共交通の

ネットワークづくりなどを進めることで、便利で快適に生活できる環境を整え、地域コ

ミュニティを維持していくよ。

▼自動車免許を返納したが、バスなどの公共交通が充
実しておらず、病院や買い物にもなかなか行けないた
め、日常生活を送るのが不便。
▼地域の子どもが減って、地域のお祭りなどができなく
なってしまったことが残念。

　市街化調整区域の地域拠点へ、市民の日常生活を支え
るスーパーマーケットや診療所などの生活利便機能を誘
導します。併せて、居住選択に応じて、緩やかに居住を誘
導します。
　本市では、次のような支援を行っています。
■都市機能誘導支援策

▼都市機能誘導施設立地促進補助金 ID 1014162

■居住誘導支援策

▼マイホーム取得支援事業補助金 ID 1015795

▼フラット３５地域連携型（金利優遇） ID 1020316

▼地区計画制度の活用支援 ID 1009284

　バスの早朝・深夜帯などの運行時間の拡大
や、これまで公共交通が通っていなかった交通
空白地域などへ路線を拡大します。
　また、乗り継ぎしやすい運行ダイヤを編成す
ることで、利便性の高いバスネットワークを再
編します。
　今後、地域内交通の充実や、LRTやバスと地
域内交通との接続も強化し、乗り継ぎポイント
における停留所やバス接近表示機の設置など、
利用環境の整備を進めていきます。

▼身近な拠点にスーパーマーケット、クリ

ニックなどが建ち、バスや地域内交通でア

クセスしやすくなり、自分で買い物や通院

などができる。

▼外出や歩く機会が増え、健康や体力が維

持できる。

▼子育て世代などが増え、お祭りなど地域イ

ベントができるようになり、地域コミュニ

ティが活性化。

Before

子どもや子育て世代の人口増加

After

4

Case

外出したくても便利な交通手段がない
ので、家から出ない日々が続いているわ。

244

87
93

9999

259
271271

R1

20～49歳

0～14歳
R2 R3

70

80

90

100

220

240

260

280

（全体の人口） （子どもの数）

出典　住民基本台帳（宇都宮市）

最近は、子どもたちが増
えて、まちがにぎやかに
なったし、地域内交通を
使って買い物など外出
機会が増えて、日常生活
が楽しくなったわ♪

地区計画制度を活用した市街化調整区域の

小学校周辺（清原東小学校周辺）の子どもの数が 約14％増加

○○地区市民センター

CAFE

公共交通待合所

●●号

××

■郊外部（地域拠点）
■市街化区域（※）
ーLRT路線

拠点化（コンパクト化）の促進 ネットワーク化の促進

NCCの取り組みNCCの取り組み
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未
来
の
宇
都
宮
を
支
え
る
土
台

Ｎ
Ｃ
Ｃ

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
、
脱
炭
素

社
会
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
長
期
的
に

持
続
可
能
な
都
市
構
造
へ
と
誘
導
す
る

こ
と
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
の
他
、
健

全
な
都
市
財
政
の
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
、

市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、

都
市
財
政
の
安
定
化
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
私
た

ち
の
生
活
に
必
要
な
身
近
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
も
維
持
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
未
来
を
支
え

る
持
続
可
能
な
ま
ち
の
土
台
と
な
る

N
C
C

を
形
成
す
る
こ
と
は
、
長
期

的
な
大
き
な
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
未
来
の
た
め
に

N
C
C
が
も
た
ら
す
効
果

　

N
C
C

は
持
続
可
能
な
都
市
の
形

で
あ
り
、
生
活
の
基
盤
で
す
。
し
か
し
、

街
の
形
は
す
ぐ
に
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、

長
期
的
に
、
緩
や
か
に
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
が
集
ま
れ
ば
経
済
が
動
き
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
経
済
と

宇都宮宇都宮をを世界世界ののトップランナートップランナーにに

NCCNCC が支えるが支える

未来未来のの宇都宮宇都宮

環
境
の
両
立
も
目
指
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
地
域
経
済
循
環
社

会
」
「
脱
炭
素
社
会
」
「
地
域
共
生
社

会
」
こ
れ
ら
を
支
え
て
い
く
た
め
の
土

台
が
必
要
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
基
盤

が

N
C
C

な
の
で
す
。
N
C
C

を
実

現
し
て
い
く
こ
と
で
、
私
た
ち
の
生
活

は
徐
々
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
便
利
な
公
共
交
通
が
将
来

に
わ
た
っ
て
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
生
活
に
必
要
な
機
能
が
身
近
な

場
所
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
将
来
的

に
は
身
近
な
徒
歩
圏
の
中
で
生
活
で
き

る
便
利
な
街
に
な
る
こ
と
も
夢
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
は
都
市
財
政

の
健
全
化
や
安
定
化
に
寄
与
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
多
様
で
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
新
規

転
入
者
の
増
加
や
新
た
な
企
業
の
進
出

な
ど
、
プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
生
ま

れ
、
私
た
ち
の
生
活
が
豊
か
に
な
っ
て

い
く
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
宇
都
宮

恵
ま
れ
た
立
地
と
交
通
環
境

　

宇
都
宮
の
強
み
は
恵
ま
れ
た
立
地
と

交
通
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

第
１
に
、
東
京
に
近
く
新
幹
線
が
停

車
し
、
首
都
圏
の
北
の
玄
関
口
と
し
て

地
理
的
な
優
位
性
が
高
い
こ
と
で
す
。

　

第
２
に
、
市
内
に
宮
環
（
宇
都
宮
環

状
道
路
）
な
ど
、
充
実
し
た
道
路
交
通

イ
ン
フ
ラ
（
3
環
状
12
放
射
道
路
）
が

整
っ
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
市
内
を
縦
横

に
つ
な
ぐ
道
路
交
通
が
発
達
し
て
い
る

都
市
は
日
本
中
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
東
北
新
幹
線
や
東
北
自
動
車
道
、

　本市が目指す、スーパースマートシティを支える

持続可能なまちの土台「NCC」。

　今回は、都市計画の専門家から見た、本市NCC

の取り組みや将来の展望などについて伺いました。

宇都宮大学教授、マサチューセッツ工科大

学研究員などを経て、

2014年から現職。

日本都市計画学会副会長（専務理事代行）、

専門は交通計画、都市計画など。

早稲田大学理工学術院教授

森本　章倫さん
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●茨城空港

●

成田空港
東京
●　

羽田空港
●

都心へ都心へ

●福島空港

宇都宮
北関東自動車道

関
越
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

日光宇都宮
道路

北
関
東
自
動
車
道
な
ど
の
広
域
交
通
の

ア
ク
セ
ス
が
と
て
も
良
く
、
交
通
の
要

衝
で
も
あ
り
ま
す
。

　

第
３
に
、
地
形
的
に
も
市
街
地
の
ほ

と
ん
ど
が
平
坦
で
、
産
業
に
欠
か
せ
な

い
水
が
豊
富
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
要
素

が
戦
後
、
宇
都
宮
が
工
業
都
市
と
し
て

栄
え
て
き
た
理
由
で
も
あ
り
ま
す
（
上

の
地
図
参
照
）
。

　

こ
れ
が
他
都
市
に
は
な
い
、
絶
対
的

な
宇
都
宮
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
す
。
人

の
流
れ
を
生
み
出
し
、
交
通
で
街
を
元

気
に
で
き
る
こ
と
が
宇
都
宮
の
優
位
性

な
の
で
す
。
中
心
市
街
地
や
産
業
、
農

業
な
ど
の
資
源
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ

な
が
り
、
都
市
に
人
が
集
い
、
交
流
が

活
性
化
す
る
こ
と
で
、
都
市
に
多
様
性

が
生
ま
れ
ま
す
。
多
様
な
ま
ち
の
魅
力

を
公
共
交
通
な
ど
の
便
利
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
こ
と
が
、
さ
ら
な
る

都
市
の
発
展
の
鍵
に
な
る
で
し
ょ
う
。

公
共
交
通
利
用
者
の
増
加
が

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

　

N
C
C
の
実
現
に
と
っ
て
重
要
な
の

は
、
ま
ず
第
１
に
、
中
心
部
と
地
域
な

ど
、
N
C
C
の
拠
点
を
育
成
す
る
こ
と

で
す
。
街
な
か
や
身
近
な
地
域
拠
点
で

食
事
や
買
い
物
を
す
る
機
会
を
増
や
す

こ
と
は
、
拠
点
形
成
に
寄
与
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
公
共
交
通
利
用
が
公

共
交
通
発
展
の
鍵
で
あ
り
、
公
共
交
通

利
用
者
の
増
加
に
よ
っ
て
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
プ
ラ
ス
の
ス

パ
イ
ラ
ル
が
生
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。

世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

誇
れ
る
ま
ち　

宇
都
宮
へ

　

市

が

目

指

す
、
「
N
C
C
」

を

基

盤
と
し
な
が
ら
、
「
地
域
経
済
循
環
」

「
脱
炭
素
」
「
地
域
共
生
」
の
３
つ
の

社
会
が
融
合
し
、
「
人
」
と
「
デ
ジ

タ
ル
」
を
原
動
力
に
発
展
を
続
け
ら

れ
る
ま
ち
「
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
」
は
、
世
界
共
通
の
目
標
で
あ

る
「
S

エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

D
G
s
」
の
達
成
に
も
大
い
に

貢
献
す
る
も
の
で
す
。
宇
都
宮
市
が

「T

シ

ン

ク

h
in

k
 G

lo
b
a
l,　

A

ア
ク
ト

c
t L

ロ

ー

カ

ル

o
c
a
l

」（
地

球
規
模
で
考
え
、
身
近
な
所
か
ら
行
動
）

の
考
え
方
で
、
世
界
的
な
課
題
の
解
決

に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

将
来
、
宇
都
宮
市
が
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
先
進
都
市
と
し
て
「
交
通
先
進

都
市
」
「
環
境
都
市
」
な
ど
、
世
界
的

に
も
注
目
を
浴
び
て
、
日
本
の
中
で
最

も
暮
ら
し
や
す
い
街
「
交
通
未
来
都

市
」
が
実
現
す
る
こ
と
に
期
待
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
に
評
価
さ
れ
る

こ
と
が
、
市
民
の
誇
り
に
も
つ
な
が
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

「人」・「デジタル」原動力

■「スーパースマートシティ」の達成に向けて

誰もが活躍し、さまざまな

モノが交流する

「地域経済循環社会」

未来への

責任を果たす

「脱炭素社会」

絆を深め、

共に支え合う

「地域共生社会」

持続可能なまちづくりの基盤「NCC」

■広域的な道路交通網
■宇都宮の道路交通インフラ

　（3環状12放射道路）

鬼怒通り

田
原
街
道

東
京
街
道

栃
木
街
道

日
光
街
道

鹿沼インター通り

鹿沼街道

さつきロード

水戸街道

奥州街道

国道121号
■ 都心環状線

■ 内環状線

■ 宇都宮環状道路（宮環）

■ 12放射道路

国
道
４
号

バ
イ
パ
ス

読者の声をお聞かせください

　広報うつのみや＋
プラス

は、年に数回編集します。
　55ページのはがきで、テーマに対するご意
見をお寄せください。
広報うつのみや＋
100年先も持続的に
発展し続けられるまちの土台「NCC」
についての問い合わせ先
都市整備部都市計画課
☎（632）2565、（632）5421
u1201@city.utsunomiya.tochigi.jp

ID 1028096


